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○ 自分に自信がある子どもが国際的に見て少なく，学習や職業に対して無気力な子どもが増えている。   
また，人間関係をつくる力が十分でないとの指摘もある。（『審議経過報告』p．7）  
○ …（略）…その一方で，子どもが外で遊ばなくなり発達に応じた遊びや体験がない，コミュニケーショ   
ンが取れなくなったといった子どもの変化を指摘する声も多く，子ども同士の「群れ遊び」などの交流，   
あいさつ運動，マナーアップ運動が有効との意見があった。（p。8）  
○ このように学校数育に対する国民の意識は …（略）…「確かな学力」を確実に定着させることや将   





○ 言葉は，「確かな学力」を形成するための基盤であり，生活にも不可欠である。言葉は，他者を理解し，   
自分を表現し，社会と対話するための手段であり，家族，友だち，学校，社会と子どもとをつなぐ役割   
を担っている。言葉は，思考力や感受性を支え，知的活動，感性・情緒，コミュニケーション能力の基   
盤となる。国語力の育成は，すべての教育活動を通じて重視することが求められる。（p。13）  




とが重要になる。言い換えれば，生徒が共に学ぶためにはコミュニケーションカが必須ということになる。   
このように，本校の過去2年間の研究の流れと国が考える学校教育の方向性を念頭において，平成18年  
度の本校の研究では，共に学ぶ生徒の育成を目指しながら，具体的には，生徒のコミュニケーションカを  
高める実践研究を試み，  その力を生徒の中にいかに育んでいくかを模索することにした。  



























































コミュニトションカT 「二蛋讐墓諾力  




























（1）グループ学習   
共に学ぶためには，複数の生徒をどのような学習形態で取り組ませるかが問題となる。学習形態には，  
小集団学習，グループ学習，バズ学習，ジグソー学習など様々な形態があるが，本校の多くの教科では   
グループ活動をメインに学習を進めることとなった。   
グループ学習には，正と負の両面があることが指摘されている※3。正の面としては，学力が高まる，  
社会的な能力や相手の気持ちを考える力がつく，人間関係が良好になる，などが挙げられる。一方，負  

























異年齢の交流の中の「学び」とい うアイディアをもとに，今年度，同学年の生徒が共に学ぶことから異  
学年の生徒が共に学ぶ異学年交流授業を幾つかの教科で試みて，その可能性を探ることにした。試みた  











授業を行うときには特別時間割を組んで実施することになった。   
異学年交流授業の詳細については，このあとの教科ごとの実践記録に記載してあるが，校内授業研究  
会での意見交換を整理してみると次のようになる。   
①効果がありと思われる点   
・上級生に責任感や使命感が感じられた。   
・上級生の表情に誇らしさを感じ取れた。   
。最初のうちは沈黙が続いたが，ずっと黙っているわけにはいかず，自発的な部分がでてきた。   
・下級生の方が作品として優jtていたとき，うまくまとめるだけではダメで人に見せるときの配慮  
が必要であると上級生の方が学んでいたようである。   
・他の授業では活躍できない生徒がいきいきと活動できた。  
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②配慮が必要だと思われる点   
。どちらの学年の生徒にもわかる共通のモデリングが必要である。   
。初めての試みなので，教師側にも生徒側にも経験の積み重ねが必要である。   
。どちらの学年の生徒にも分かるように観点を絞る必要がある。   
。ポスターセッションのような形態を採用することで，双方向の質問ができるようになる。   
・それぞれの学年の発表を単に開き合うだけでなく，協同的に問題解決にあたらせるとよい。   














ア．ヨミュニ訝斡ショ汐力蚤高めるための評価   
一般に授業においては，単元の目標があり，その目標ごとに設定した評価規準があり，教師はその規準  






ることで，コミュニケーションカがアップすると思われる。崇4   
こうした点検情動は，「メタ認知」の考え方に基づくもので，具体的な作業ほ「メタ認知的行動モニタリ  
ング」と呼ばれているものである。「メタ認知」とは，「認知に対する認知」「認知を対象化して認知するこ  
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